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本論文は「心理音響評価量を用いた自動車空調音の主観評価に関する研究」と題し，
自動車空調音の持つ印象を分析し，従来の評価方法では定量的に評価が困難であった，
自動車空調の音質について考察し，その評価方法を検討したものである． 
現在，自動車はガソリン車からハイブリッド車，電気自動車，及び燃料電池自動車
といった次世代車両へと移行しつつあり，このような次世代車両では従来のエンジン
車両よりも車室外だけでなく，車室内暗騒音も大きく低減していることは周知の事実
である．これらの車両が今後普及することにより，車室内に騒音源を有する自動車空
調の騒音低減への要求は当然高まってくると考えられるが，単純に自動車空調音の騒
音レベルを低減するだけではなく，より快適な空調音にするといった音質の改善が必
要である．しかし，自動車空調音の音質評価に関する研究報告は少なく，未だ不明な
点が多い． 
 本研究では自動車空調音の主観評価実験を実施し，心理音響評価量と空調音の持つ
印象の関係を調査し，音質が冷暖房感へ与える影響，及び幅広い年代における自動車
空調音の評価の相違等を明らかにしている． 
本研究において得られた主な研究成果は次のようにまとめられる． 
① 自動車空調音は心理音響評価量で音の甲高さを表すシャープネスと強い相関を持つ
「温感因子」，及び心理音響評価量で音のうるささを表すラウドネスと強い相関を
持つ「粗野因子」の2因子によって定常空調音の大部分が評価可能であることを明
らかにした． 
② 自動車空調の主性能である冷房感・暖房感を表現する「暖かみのある」及び「涼し
げな」という印象は共に心理音響評価量シャープネスと相関があることを明らかに
し，空調音のシャープネスを制御していくことで，冷房感・暖房感を付加すること
ができ，より快適性を向上させた空調音を提供できる可能性があることを示した． 
③ 年代別の自動車空調音の主観評価の結果，低年代については温感因子(シャープネ
スとの相関大)を主に評価する傾向が強いのに対し，高周波数側の聴力低下が見ら
れた高年代では温感因子を評価する割合が下がり，粗野因子(ラウドネスとの相関
大)を評価する割合が増加する傾向にあることを明らかにした．  
本論文については，平成25年8月22日に本学アカデミアホールにおいて，審査委員全員
および学内外の当分野の研究者，実務者等の出席のもとに公聴会が開催され，研究成
  
果の発表及び質疑応答が行われた．公聴会の後の学位審査委員会において，本論文の
内容を詳細に検討した．その結果，本研究により，自動車空調の重要な性能である冷
暖房感と音質の関係，及び年代によって評価に違いがあることを明らかにしており，
自動車空調音の音質評価に関する分野で新しい知見が得られたことが認められた．本
研究は工学的に価値が高く，研究内容の学術レベル，研究としての独創性・実用性に
おいて優れたものと判断した． 
 よって，本論文は博士（工学）の学位論文に値するものと認める． 
